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第
41
回
全
国
育
樹
祭

森
を
育
て
る
豊
か
な
暮
ら
し 

森
が
育
む
確
か
な
未
来

TOPICS

01
　
11
月
19
日
（
日
）、「
森
を
育
て
る
豊
か
な
暮
ら
し
　
森
が
育
む
確
か
な
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
、

第
41
回
全
国
育
樹
祭
が
香
川
県
ま
ん
の
う
町
「
香
川
県 

満
濃
池
森
林
公
園
」
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
豊
か
な
森
を
次
の
世
代
へ
】

　

全
国
育
樹
祭
は
、
健
全
で
活
力
あ
る
森
林
を
育
て
、
次
の

世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
る
た
め
、
昭
和
52

年
か
ら
毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
て
い
る
国
民
的
な
緑
の
祭
典
で

す
。
全
国
植
樹
祭
で
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
お
手
植
え
さ
れ
た

樹
木
を
皇
族
殿
下
が
お
手
入
れ
さ
れ
る
育
樹
運
動
の
シ
ン
ボ

ル
的
行
事
と
、
皇
太
子
殿
下
に
よ
る
お
こ
と
ば
や
各
種
表
彰

等
の
式
典
行
事
の
ほ
か
、
参
加
者
に
よ
る
育
樹
活
動
等
の
行

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
森
と
と
も
に
あ
る
豊
か
な
ふ
る
さ
と
の
未
来
】

　
「
香
川
県 

満
濃
池
森
林
公
園
」
で
開
催
さ
れ
た
式
典
行
事

に
は
、
約
５
，
０
０
０
人
が
参
加
。
皇
太
子
殿
下
の
お
こ
と

ば
の
後
、
森
林
の
育
成
や
林
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
個
人
・

団
体
を
対
象
と
し
た
緑
化
功
労
者
表
彰
や
、
全
国
の
緑
の
少

年
団
へ
齋
藤
健
農
林
水
産
大
臣
か
ら
み
ど
り
の
贈
呈
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
式
典
の
お
手
入
れ
行
事
で
は
、
天
皇
皇
后
両
陛

下
が
昭
和
63
年
に
お
手
植
え
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
と
ク
ロ
ガ
ネ
モ

チ
に
皇
太
子
同
妃
両
殿
下
が
枝
打
ち
と
施
肥
の
お
手
入
れ
を

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
香
川
県
の
自
然
が
生
み
出
し
た
不
思
議
な
楽
器

「
サ
ヌ
カ
イ
ト
」
の
神
秘
的
な
音
色
と
詩
の
朗
読
な
ど
で
豊

か
な
ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
や
未
来
へ
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

表
現
し
た
メ
イ
ン
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
響
け
！
“
み
ど
り
の

交
響
詩
”」
や
林
業
後
継
者
、林
業
担
い
手
、森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
「
誓
い
の
こ
と
ば
」、
国
土
緑
化
推
進
機
構
の
佐
々

木
毅
理
事
長
に
よ
る
「
大
会
宣
言
」
等
が
行
わ
れ
、
式
典
は

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

次
回
、
第
42
回
全
国
育
樹
祭
は
「
育
樹
か
ら 

木
の
あ
る
暮

ら
し 

つ
な
い
で
く
」
を
大
会
テ
ー
マ
に
平
成
30
年
秋
に
東
京

都
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

皇太子同妃両殿下によるお手入れ

齋藤農林水産大臣によるみどり（苗木）の贈呈 緑の少年団活動発表


